
お客さまアンケート
容器とともに配布したチラシに記載した二次元コードから回答
回答数11

■喫食については全員食べたと回答

　  
 ■持ち帰った食品の提供された時間帯 ■持ち帰ってから食べた時間帯

 ■また持ち帰りしたいか。 ■容器提供が有料の場合の負担感　■食品ロス削減への理解

   ■性別 ■年代

■持ち帰った食品
　肉・魚の煮込、炒飯、焼き鳥、天ぷら・フライ、唐揚げ

 
■持ち帰りに際し気になったこと
　箱の耐久性

■持ち帰り容器の素材、大きさ、形状や使い勝手についての意見

 　・食品衛生が担保されていればよい。 ・パッケージが可愛い。

  　・サイズに複数の種類があるといい。 ・使い勝手がいい。 ・組み立てが難しい。

　
■モデル事業への意見
　好意的な意見
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［アンケートからの分析］
・性別及び年代に偏りはなく、加熱された食品を持ち帰っている。
・持ち帰ってから食べるまで6時間以上経過している方が36%いるため、早めに食べるよう促すことが
 必要。
・「持ち帰り」について好意的な意見が多く、容器提供についても「無料でなければ使用しない」といっ
 た回答が36%あったものの、50円以下の価格帯であれば許容できるとみられる。

令和５年度結果


